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【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
六
八
五
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
松
　
本
　
文
　
子
平
成
三
〇
年
度
〈
二
〇
一
八
〉
の
個
人
研
究
費
で
購
入
し
た
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
に
つ
い
て
記
し
、
作
成
し
た
教
材
（
半
紙
手
本
三
九
枚
）
を
提
示
す
る
。
高
校
生
、
大
学
生
、
一
般
の
書
を
愛
好
す
る
方
が
、
臨
書
手
本
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
。
一　
米
庵
『
楽
志
論
屏
風
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
…
（
Ａ
）【
図
一
】
東
京
国
立
博
物
館
に
は
、
い
わ
ゆ
る
幕
末
の
三
筆
の
一
人
、
市
河
米
庵
〈
一
七
七
九
―
一
八
五
八
〉
の
揮
毫
し
た
『
楽
志
論
屏
風
』
が
蔵
さ
れ
る
。
六
曲
一
双
、
一
扇
の
幅
約
六
〇
セ
ン
チ
、
二
帖
で
七
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
。
展
示
に
足
を
運
ん
で
前
に
立
て
ば
、
今
は
な
き
人
物
の
筆
力
が
見
る
者
を
圧
倒
し
、
立
ち
去
り
が
た
い
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
『
楽
志
論
屏
風
』、
す
な
わ
ち
後
漢
、
仲
公
理
（
長
統
）
の
「
楽
志
論
」（『
古
文
真
宝
』
後
集
巻
九
、『
新
釈
漢
文
大
系
』
一
六
収
載
）
を
書
い
た
大
作
の
墨
痕
に
初
め
て
接
し
た
頃
に
、
文
意
を
知
ろ
う
と
図
書
館
の
活
字
本
で
読
ん
だ
と
き
か
ら
、
そ
の
論
と
、
天
保
当
六
八
六
時
の
米
庵
の
立
場
や
、
想
像
さ
れ
る
人
物
像
と
の
間
に
、
何
か
し
ら
と
け
あ
わ
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
。
『
後
漢
書
』
列
伝
三
九
に
、「
王
充
王
符
仲
長
統
伝
」
が
あ
る
。
仲
公
理
は
仕
官
せ
ず
、
縛
ら
れ
ず
、
志
を
楽
し
む
生
き
方
を
嘉
し
て
「
楽
志
論
」
を
残
し
た
。
対
し
て
米
庵
は
、
富
山
藩
儒
で
あ
っ
た
市
河
寛
斎
の
倅
だ
が
、
四
三
歳
に
し
て
書
を
も
っ
て
本
藩
の
加
賀
藩
に
召
し
出
さ
れ
、
父
を
越
え
る
出
世
を
と
げ
る
。
四
七
歳
で
水
戸
侯
に
も
御
目
見
得
を
許
さ
れ
、
大
名
家
の
若
君
に
も
稽
古
を
つ
け
、
多
く
の
後
進
を
育
成
す
る
壮
年
期
を
過
ご
し
た
。
子
孫
が
ま
と
め
た
「
市
河
米
庵
伝
」・「
市
河
米
庵
伝
（
承
前
）」（
市
河
三
陽
稿
、
市
河
三
次
訂
、『
書
道
研
究
』
四
五
・
四
六
（
平
成
三
年
〈
一
九
九
一
〉）
収
載
）
に
よ
れ
ば
、
寛
政
一
一
年
〈
一
七
九
九
〉、
二
一
歳
の
時
に
記
載
が
始
ま
っ
た
米
庵
の
門
人
帳
『
小
山
林
堂
及
門
録
』
に
は
、
文
化
八
年
〈
一
八
一
一
〉
以
後
の
三
三
年
間
、
毎
年
一
〇
〇
人
以
上
の
入
門
者
の
名
が
記
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
門
弟
五
〇
〇
〇
人
と
称
さ
れ
た
の
も
、
子
孫
の
計
上
に
よ
れ
ば
誇
張
で
は
な
い
よ
う
だ
。
し
か
る
に
屏
風
の
書
は
、
い
さ
さ
か
の
不
審
も
寄
せ
つ
け
ぬ
、
矛
盾
を
思
わ
せ
ぬ
、
堂
々
た
る
で
き
ば
え
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
何
か
、
米
庵
の
真
意
が
隠
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
屏
風
の
落
款
は
「
右
録
仲
公
理
楽
志
論
時
徒
維
大
淵
献
暢
月
、
米
庵
三
亥
（
朱
印
二
顆
）」。「
徒と
い維
（
戊
）、
大たい
え
ん
け
ん
淵
献
（
亥
）」
と
い
う
干
支
は
な
い
が
、「
徒
維
」
が
「
屠と
い維
」
の
誤
記
な
ら
ば
「
己
亥
」
で
あ
り
、「
暢
月
」
は
一
一
月
、
天
保
一
〇
年
〈
一
八
三
九
〉
一
一
月
の
作
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
自
身
の
名
、
三
亥
の
「
亥
」
字
を
誤
る
ま
い
か
ら
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
二　
米
庵
の
伝
記
本
稿
で
参
照
し
た
米
庵
の
伝
記
は
、
前
掲
の
、
子
孫
が
原
資
料
に
あ
た
っ
て
ま
と
め
た
「
市
河
米
庵
伝
」・「
市
河
米
庵
伝
（
承
前
）」
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
六
八
七
（
市
河
三
陽
稿
、
市
河
三
次
訂
、『
書
道
研
究
』
四
五
・
四
六
（
平
成
三
年
〈
一
九
九
一
〉））
で
あ
り
、
見
開
き
の
「【
略
年
表
】
米
庵
八
〇
年
の
生
涯
」
に
簡
単
に
作
表
し
た
。
そ
れ
以
前
の
公
刊
に
以
下
が
あ
る
。
・
樋
口
銅
牛
「
書
家
伝
（
市
河
三
亥
伝
）」・「
書
家
伝
（
市
河
三
亥
伝
続
）」（『
書
苑
』
一
（
八
～
一
〇
）、
明
治
四
五
年
＝
大
正
元
年
〈
一
九
一
二
〉）。「
米
庵
先
生
略
伝
」
を
参
照
、
末
尾
に
「
未
完
」
と
す
る
。
・
植
村
和
堂
「
市
河
米
庵
伝
」（『
春
洋
』
大
正
一
五
年
＝
昭
和
元
年
〈
一
九
二
六
〉
～
昭
和
二
年
〈
一
九
二
七
〉、
全
六
回
）。
・
門
人
山
内
香
雪
「
米
庵
先
生
略
伝
」
上
・
下
、（
上
に
「
男
三
兼
補
、
孫
三
陽
校
」
と
す
る
、『
上
毛
及
上
毛
人
』
一
六
七
・
一
六
八
、
昭
和
一
一
年
〈
一
九
三
一
〉）。
そ
の
底
本
は
、
現
在
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
の
写
本
『
米
庵
先
生
略
伝
』（
七
七
・
三
四
）
で
あ
る
。「
藤
堂
家
」
刷
罫
紙
使
用
、
識
語
「
借
山
内
香
雪
氏
手
写
本
于
寺
本
氏
（
市
四
郎
か
）
写
了
、
壬
午
五
月
下
浣
、
哦
松
生
記
」
が
あ
り
、
巻
首
に
旧
蔵
印
「
塩
田
家
蔵
」、
巻
末
に
後
人
墨
書
「
塩
田
先
生
稿
本
」、
挟
み
込
み
の
紙
片
に
「
江
守
栄
七
、
神
田
区
豊
島
町
四
番
地
」。『
上
毛
及
上
毛
人
』
掲
載
稿
末
尾
に
も
岩
瀬
本
と
同
じ
識
語
が
翻
刻
さ
れ
、「
陽
云
、
哦
松
は
塩
田
重
弦
氏
藤
堂
藩
士
な
り
。
」
と
三
陽
が
注
す
る
。「
壬
午
」
は
明
治
一
五
年
〈
一
八
八
二
〉。「
著
述
目
録
」
が
含
ま
れ
、
そ
の
「
已
刻
の
書
」
末
尾
に
「
楽
志
論
一
帖
」
を
記
す
。
岩
瀬
本
の
底
本
（
寺
本
の
元
で
写
し
た
山
内
の
稿
本
、
未
見
）
の
成
立
年
は
、
本
文
中
に
「
王
侯
貴
人
門
に
及
ぶ
も
の
天
保
六
年
ノ
冬
四
千
人
余
に
及
べ
り
」
と
あ
る
の
が
最
新
の
記
年
だ
か
ら
、
天
保
六
年
〈
一
八
三
五
〉
か
。
・
市
河
三
陽
「
市
河
三
陽
遺
稿　
市
河
米
庵
伝
」（
女
万
幾
校
、『
東
洋
文
化
』
一
七
一
～
一
八
五
（
昭
和
一
四
年
〈
一
九
三
九
〉
三
月
～
昭
和
一
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
五
月
）
。
六
八
八
【
図
一
】『
楽
志
論
屏
風
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
列
品
番
号
Ｂ
二
五
二
六
）
全
景
（
ペ
ン
書
き
）　
…
（
Ａ
）
【
図
二
】
折
手
本
『
楽
志
論
』（
縮
小
）
…
（
Ｂ
）
冒
頭
部
分
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
六
八
九
【
図
三
】
折
手
本
『
楽
志
論
』（
縮
小
）
…
（
Ｂ
）
識
語
部
分
【
図
四
】
米
庵
四
一
歳
と
六
一
歳
の
「
令
和
」
・
折
手
本
『
楽
志
論
』
（
鶴
見
大
学
図
書
館
二
一
八
〇
一
〇
七
）
よ
り
集
字
（
縮
小
）
・『
楽
志
論
屏
風
』
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
列
品
番
号
Ｂ
二
五
二
六
）
よ
り
集
字
（
縮
小
）
六
九
〇
【
略
年
表
】
米
庵
八
〇
年
の
生
涯
市
河
米
庵
お
も
に
「
市
河
米
庵
伝
」（
市
河
三
陽
稿
、
市
河
三
次
訂
）
に
よ
る
加
賀
藩
の
木
村
鐸
山
お
も
に
『
木
村
平
重
由
緒
書
』
「
祖
父
故
鐸
山
荄
」
に
よ
る
↓
『
楽
志
論
』
識
語
干
支
西
暦
和
　
　
暦
歳
事
　
　
　
跡
出
版
・
揮
毫
己
亥
1779
安
永
08
01
9
月
6
日
夜
二
更
に
京
橋
桶
町
で
出
生
、
三
亥
（
み
つ
ゐ
、
年
・
日
・
刻
が
亥
）、
通
称
才
太
郎
出
生
庚
子
1780
09
02
辛
丑
1781
安
永
10・
天
明
元
03
壬
寅
1782
02
04
右
腕
を
怪
我
、
治
療
し
た
接
骨
医
が
眼
光
の
尋
常
で
な
い
こ
と
を
い
う
癸
卯
1783
03
05
甲
辰
1784
04
06
乙
巳
1785
05
07
丙
午
1786
06
08
丁
未
1787
07
09
10
月
矢
倉
に
転
居
、
筆
法
の
寒
稽
古
戊
申
1788
08
10
8
月
3
日
寛
斎
『
漢
土
歴
代
歌
』
の
手
本
を
書
く
己
酉
1789
天
明
09・
寛
政
元
11
寛
斎
と
上
州
へ
庚
戌
1790
02
12
春
矢
倉
か
ら
白
銀
町
へ
、
6
月
21
日
寛
斎
月
俸
半
減
、
聖
堂
と
関
係
を
絶
つ
辛
亥
1791
03
13
寛
斎
富
山
藩
儒
（
藩
校
広
徳
館
祭
酒
）
と
な
る
、
7
月
6
日
江
戸
発
、
第
一
回
祗
役
の
途
壬
子
1792
04
14
寛
斎
富
山
か
ら
江
戸
へ
癸
丑
1793
05
15
3
月
26
日
於
玉
池
に
移
る
、
6
月
初
か
ら
10
月
9
日
富
山
臨
時
祗
役
富
山
か
ら
発
し
た
手
紙
の
巻
子
『
遺
墨
奇
翰
』
あ
り
（
15・
16・
17
歳
）
庚
寅
1794
06
16
元
服
、
年
初
に
初
御
目
見
、
6
月
6
日
江
戸
発
第
三
回
祗
役
乙
卯
1795
07
17
2
月
蝦
江
へ
、
4
月
21
日
江
戸
へ
11
月
8
日
米
元
章
『
西
園
雅
集
図
記
』
双
鈎
丙
辰
1796
08
18
6
月
初
～
9
月
初
上
野
信
濃
へ
、
9
月
18
日
家
伝
の
梁
模
本
『
楽
毅
論
』
を
寛
斎
が
改
装
し
米
庵
へ
各
体
臨
書
（
王
右
軍
他
18）
に
掛
川
侯
世
子
の
題
詞
「
金
洞
墨
妙
」
と
5
月
19
日
柴
野
栗
山
跋
あ
り
丁
巳
1797
09
19
寛
斎
の
第
四
回
富
山
祗
拓
に
従
う
、
正
月
19
日
頃
発
、
4
月
飛
騨
へ
、
7・
8
月
頃
江
戸
へ
家
督
、
亡
父
跡
目
相
続
戊
午
1798
10
20
4
月
12
日
文
晁
が
尾
張
侯
に
納
め
る
戸
山
荘
園
図
を
寛
斎
・
米
庵
拝
観
、
秋
病
を
お
し
て
上
州
へ
己
未
1799
11
21
正
月
12
日
『
小
山
林
堂
及
門
録
』
記
載
始
ま
る
、
こ
の
日
の
及
門
3
人
庚
申
1800
12
22
夏
の
末
か
ら
秋
に
伊
香
保
で
静
養
、
箕
輪
・
高
崎
へ
、
こ
の
頃
弟
雲
潭
は
鏑
木
梅
渓
の
養
子
と
な
る
辛
酉
1801
寛
政
13・
享
和
元
23
「
煎
茶
清
規
」
を
作
る
『
米
家
書
訣
』
刊
壬
戌
1802
02
24
寛
斎
第
五
回
祗
役
、
富
山
へ
、
米
庵
は
江
戸
に
あ
り
、
雉
子
町
に
仮
宅
、
3
月
初
に
長
者
町
へ
癸
亥
1803
03
25
3
月
26
日
寛
斎
江
戸
へ
、
8
月
19
日
米
庵
江
戸
を
発
し
、
所
々
に
立
ち
寄
り
長
崎
へ
向
か
う
甲
子
1804
享
和
04・
文
化
元
26
2
月
朔
京
都
滞
在
中
に
『
全
唐
詩
逸
』
刻
板
出
来
を
知
る
、
5
月
2
日
長
崎
に
至
る
、
8
月
16
日
長
崎
発
、
11
月
27
日
江
戸
へ
帰
る
乙
丑
1805
02
27
丙
寅
1806
03
28
1
～
2
月
結
婚
（
椎
名
氏
タ
ツ
24
歳
、
6
歳
か
ら
尾
藩
に
給
仕
）
『
朶
雲
帖
』
刊
御
歩
横
目
役
丁
卯
1807
04
29
春
寛
斎
銚
子
へ
、
5
月
5
日
米
庵
長
子
才
太
郎
死
去
（
生
後
半
年
）
戊
辰
1808
05
30
6
月
16
日
寛
斎
六
十
賀
宴
己
巳
1809
06
31
1
月
18
日
寛
斎
西
遊
、
2
月
10
日
京
へ
、
こ
の
年
恭
斎
（
三
千
、
稲
毛
道
太
郎
）
及
門
庚
午
1810
07
32
辛
未
1811
08
33
寛
斎
致
仕
（
富
山
藩
儒
と
な
っ
て
21
年
目
）、
4
月
23
日
遂
庵
（
三
治
、
横
井
与
三
郎
）
及
門
、
以
後
33
年
間
は
毎
年
の
及
門
100
名
を
超
え
る
壬
申
1812
09
34
『
米
庵
墨
談
』
刊
癸
酉
1813
10
35
7
月
25
日
寛
斎
江
戸
発
長
崎
へ
米
庵
留
守
中
に
家
屋
を
増
改
築
、
和
泉
橋
通
り
に
転
居
『
試
毫
帖
』
刊
米
庵
、
木
村
鐸
山
の
た
め
に
『
書
譜
』
節
臨
甲
戌
1814
11
36
乙
亥
1815
12
37
『
乙
亥
校
改
諸
家
人
名
録
』（
扇
面
亭
伝
四
郎
編
）
に
寛
斎
父
子
の
住
址
を
和
泉
橋
藤
堂
侯
西
門
前
と
す
る
丙
子
1816
13
38
こ
の
年
及
門
186
名
『
皇
国
州
名
歌
』
刊
丁
丑
1817
14
39
『
三
体
千
字
文
』
刊
江
戸
表
御
書
物
校
正
戊
寅
1818
文
化
15・
文
政
元
40
米
庵
初
老
、
9
月
16
日
寛
斎
七
十
賀
宴
、
こ
の
年
及
門
175
名
『
三
体
広
千
字
文
』
刊
帰
国
御
供
時
己
卯
小
春
（
Ｂ
）
己
卯
1819
02
41
7
月
21
日
妻
タ
ツ
死
去
、
9
月
19
日
山
内
香
雪
及
門
、
11
月
4
日
再
婚
（
八
重
、
山
城
の
医
岩
田
適
斎
妹
、
池
田
侯
に
給
仕
）
10
月
折
帖
『
楽
志
論
』（
B）
を
書
く
、『
敝
帚
帖
』
刊
御
筆
之
物
拝
見
、
米
庵
伝
来
筆
法
等
申
上
庚
辰
1820
03
42
7
月
10
日
寛
斎
死
去
72
歳
御
歩
横
目
辛
巳
1821
04
43
正
月
6
日
前
田
宗
藩
に
抜
擢
、
300
余
石
壬
午
1822
05
44
3
月
書
画
金
石
を
昌
平
黌
の
文
庫
に
寄
贈
（
維
新
の
際
、
博
物
館
と
内
閣
文
庫
へ
）、
5
月
22
日
江
戸
発
、
初
め
て
金
沢
へ
、
山
内
香
雪
随
行
、
6
月
7
日
金
沢
着
、
登
城
、
席
書
、
7
月
京
へ
御
歩
横
目
竹
沢
御
殿
附
寄
組
近
習
勤
御
供
役
書
写
方
三
人
扶
持
癸
未
1823
06
45
7
月
下
旬
京
を
発
し
江
戸
へ
槍
術
稽
古
甲
申
1824
07
46
七
夕
に
角
田
川
舟
遊
『
清
三
家
書
論
』
刊
（
文
化
13
年
成
）
墓
誌
調
筆
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
六
九
一
乙
酉
1825
08
47
弟
雲
潭
と
飛
鳥
山
へ
、
4
月
23
日
小
石
川
後
楽
園
へ
、
涵
徳
亭
で
水
戸
侯
斉
脩
に
御
目
見
木
村
琢
を
聟
養
子
と
す
る
丙
戌
1826
09
48
元
旦
に
大
氷
、
2
月
26
日
江
戸
を
発
し
有
馬
へ
、
京
で
花
を
楽
し
み
3
月
晦
日
着
、
4
月
26
日
江
戸
着
手
跡
相
嗜
御
用
書
写
役
厚
姫
勇
姫
一
行
物
手
本
時
丁
亥
竹
酔
後
二
日（
Ｃ
）
丁
亥
1827
10
49
5
月
15
日
『
草
書
楽
志
論
』（
C）
を
書
く
、『
米
庵
墨
談
続
編
』
刊
、『
略
可
法
』
跋
書
譜
戊
子
1828
11
50
正
月
林
述
斎
に
呼
ば
れ
、
昨
年
舶
来
の
『
知
不
足
斎
叢
書
』
に
『
全
唐
詩
逸
』
が
収
刻
さ
れ
た
の
を
知
る
、
1
月
京
へ
（
明
陳
曽
則
画
に
題
詞
あ
り
）
己
丑
1829
12
51
秋
上
毛
、
日
光
へ
、
9
月
14
日
江
戸
へ
文
政
庚
寅
新
鐫
（
Ｃ
）
庚
寅
1830
文
政
13・
天
保
元
52
『
草
書
楽
志
論
』（
C）
刊
辛
卯
1831
02
53
初
夏
入
谷
に
別
荘
を
営
む
、
9
月
16
日
書
画
陳
列
（
片
山
器
（
成
器
、
君
彝
、
理
助
、
立
教
館
学
頭
）
の
手
紙
に
詳
し
い
）
『
米
庵
百
絶
』
刊
壬
辰
1832
03
54
癸
巳
1833
04
55
6
月
27
日
養
子
恭
斎
三
千
太
郎
死
去
（
稲
毛
官
右
衛
門
、
直
道
、
聖
民
、
高
松
の
人
）、
遂
庵
を
養
子
と
す
る
（
三
治
、
士
成
、
米
庵
女
テ
オ
の
夫
、
大
聖
寺
藩
横
井
玄
民
百
翁
の
子
）
甲
午
1834
05
56
6
月
5
日
孫
、
後
の
得
庵
（
三
鼎
、
周
吾
、
小
左
衛
門
、
絃
吉
）
出
生
『
米
庵
先
生
蔵
筆
譜
』
刊
（
享
和
二
年
自
序
）
乙
未
1835
06
57
こ
の
年
渡
辺
崋
山
長
崎
へ
永
禧
院
手
本
御
用
丙
申
1836
07
58
『
墨
場
必
携
』
刊
、『
山
静
帖
』
刊
新
知
百
石
外
役
料
知
五
〇
石
三
〇
人
頭
丁
酉
1837
08
59
2
月
側
室
（
名
・
生
年
不
詳
、
本
郷
丹
後
守
家
来
小
林
要
人
妹
）
に
一
女
出
生
（
亥
子
、
三
陽
の
実
祖
母
）、
渡
辺
崋
山
、
半
蔵
門
か
ら
和
泉
橋
へ
数
日
通
い
米
庵
の
肖
像
を
描
く
『
毎
日
帖
』
三
亥
方
へ
戊
戌
1838
09
60
3
月
21
日
萬
庵
出
生
（
三
兼
、
昇
六
、
叔
并
）、
9
月
20
日
米
庵
60・
母
80
の
重
慶
祝
宴
『
篆
隷
章
草
千
字
文
』
刊
徒
維
大
淵
献
暢
月
（
Ａ
）
己
亥
1839
10
61
10
月
『
金
城
霊
澤
』
碑
文
揮
毫
、
11
月
『
楽
志
論
屏
風
』（
A
）
を
書
く
庚
子
1840
11
62
辛
丑
1841
12
63
壬
寅
1842
13
64
癸
卯
1843
14
65
5
月
2
日
側
室
死
去
、
入
谷
の
別
荘
を
本
宅
と
し
て
増
築
、
和
泉
橋
か
ら
移
っ
た
の
は
こ
の
年
か
、
翌
年
以
後
新
入
門
百
名
を
割
る
、
抱
屋
敷
譲
請
『
五
体
墨
場
必
携
』
刊
御
次
御
紋
付
御
上
下
拝
領
甲
辰
1844
天
保
15・
弘
化
元
66
5
月
江
戸
城
火
事
、
将
軍
座
右
の
韓
本
『
大
学
衍
義
』
焼
失
部
分
を
補
写
、
12
月
22
日
端
渓
の
天
禄
硯
賞
与
金
沢
に
『
金
城
麗
澤
』
建
碑
乙
巳
1845
02
67
丙
午
1846
03
68
『
鐸
山
臨
帖
』
丁
未
1847
04
69
戊
申
1848
弘
化
05・
嘉
永
元
70
古
稀
肖
像
を
描
か
せ
た
『
小
山
林
堂
書
画
文
房
図
録
』
刊
斉
泰
四
男
五
男
手
学
稽
古
御
用
五
〇
石
加
増
書
写
役
己
酉
1849
02
71
3
月
末
薩
摩
世
子
の
宴
に
招
か
れ
琉
球
製
の
筆
紙
を
与
え
ら
れ
る
、
10
月
19
日
『
小
山
林
堂
及
門
録
』
記
載
終
わ
る
『
米
庵
百
律
』
刊
庚
戌
1850
03
72
正
月
6
日
致
仕
隠
居
、
遂
庵
家
督
、
川
越
の
妙
養
寺
に
曽
祖
父
蘭
台
の
墓
参
、
6
月
三
兼
・
三
鼎
と
大
川
で
釣
り
島
津
成
彬
の
依
嘱
で
中
楷
『
古
文
孝
経
』
を
書
く
、
翌
年
2
月
刻
成
る
辛
亥
1851
04
73
2
月
24
日
母
死
去
、
12
月
8
日
蘭
香
夫
人
死
去
『
楷
行
薈
編
』『
米
庵
百
古
』
刊
壬
子
1852
05
74
9
月
9
日
伊
勢
の
儒
斎
藤
拙
堂
を
招
く
隠
居
十
人
扶
持
、
平
六
か
ら
鐸
山
に
、
剃
髪
癸
丑
1853
06
75
死
去
庚
寅
1854
嘉
永
07・
安
政
元
76
乙
卯
1855
02
77
寿
蔵
碑
（
生
前
に
建
て
て
お
く
墓
）
を
建
て
る
、
10
月
2
日
震
災
の
後
、
根
津
七
軒
町
へ
移
る
、
秘
蔵
の
書
画
骨
董
書
籍
法
帖
等
を
200
余
名
に
頒
つ
丙
辰
1856
03
78
抱
屋
敷
譲
度
旨
丁
巳
1857
04
79
冬
至
の
千
字
書
の
会
で
三
鼎
一
万
字
を
書
き
藩
主
に
激
賞
さ
れ
る
戊
午
1858
05
80
7
月
18
日
死
去
米
庵
伝
1912
明
治
45・
大
正
元
『
書
苑
』
に
樋
口
銅
牛
「
書
家
伝
（
市
河
三
亥
伝
）」・「
書
家
伝
（
市
河
三
亥
伝
続
）」
1926
大
正
15・
昭
和
元
『
春
洋
』
に
植
村
和
堂
「
市
河
米
庵
伝
」（
翌
年
ま
で
）
1936
昭
和
11『
上
毛
及
上
毛
人
』
に
山
内
香
雪
「
米
庵
先
生
略
伝
」
1939
昭
和
14『
東
洋
文
化
』
に
三
陽
娘
万
幾
校
「
市
河
三
陽
遺
稿
」（
翌
年
ま
で
）
1991
平
成
03『
書
道
研
究
』
に
市
河
三
陽
稿
、
市
河
三
次
訂
「
市
河
米
庵
伝
」「
同
（
承
前
）」
六
九
二
三　
い
く
つ
か
の
「
楽
志
論
」
ど
の
よ
う
な
状
況
で
『
楽
志
論
屏
風
』
は
書
か
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
問
う
前
に
、
米
庵
の
「
楽
志
論
」
が
ほ
か
に
も
あ
っ
て
、
陳
列
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
お
く
。
万
庵
三
兼
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
『
米
庵
翁
三
十
三
回
忌
辰
追
福
書
画
物
品
陳
列
目
録
』（
市
河
三
兼
編
・
跋
、
明
治
二
三
年
〈
一
八
九
〇
〉
二
月
一
八
日
刊
、
跋
は
同
三
月
付
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
特
六
七
・
七
四
七
）
の
内
、「
米
庵
書
画
」
の
項
に
、
米
庵
自
筆
の
巻
子
『
楽
志
論
』
二
点
（
行
書
・
草
書
）
が
載
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
跋
の
翻
刻
を
引
用
す
る
。
・
草
書
楽
志
論　
一
巻　
従
四
位
林
董
君
（
所
蔵
）
（
頼
山
陽
跋
）「
跋
云
孔
陽
書
楽
志
論
使
余
跋
之
余
謂
孔
陽
不
宜
書
此
書
此
者
唯
余
為
宜
耳
余
雖
無
良
田
広
宅
宅
臨
鴨
流
不
復
須
溝
池
環
匝
正
面
東
山
三
十
六
峰
不
啻
背
山
也
蹰
躇
畦
苑
游
戲
平
林
濯
清
水
追
涼
風
皆
孔
陽
所
無
而
余
尽
有
之
陳
酒
殽
娯
良
朋
余
与
孔
陽
皆
市
川
小
左
衛
門
一
英
市
河
寛
斎
克
順
米
庵
三
亥
雲
潭
養
子
恭
斎
三
千
養
子
遂
庵
三
治
万
庵
三
兼
得
庵
三
鼎
三
陽
三
喜
三
禄
三
益
蘭
台
三
太
三
次
三
也
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
六
九
三
有
而
孔
陽
不
能
自
飲
不
如
余
有
酒
膓
也
独
其
筆
墨
佳
妙
与
公
理
之
文
相
称
者
孔
陽
所
有
而
余
所
無
矣
則
孔
陽
宜
書
此
也
、
戊
子
（
文
政
一
一
年
〈
一
八
二
八
〉）
花
朝
後
三
日
（
二
月
一
八
日
）
春
雨
初
晴
嫩
柳
払
階
試
伊
丹
新
酒
侑
以
鯉
膾
酔
余
書
之
、
山
陽
外
史
頼
襄
」
・
行
書
楽
志
論　
一
巻　
市
河
振
一
（
所
蔵
）
（
艮
斎
跋
）「
跋
云
仲
長
統
楽
志
論
浩
々
乎
有
凌
跨
四
海
揮
斥
八
極
之
概
可
謂
千
古
奇
文
矣
後
之
書
此
文
者
不
可
不
奇
而
写
此
意
者
亦
不
可
不
奇
茲
巻
即
米
庵
翁
所
書
雲
峰
老
人
所
写
並
奇
筆
也
於
是
乎
三
奇
具
焉
三
奇
可
謂
之
老
陽
之
数
長
統
老
于
文
米
庵
老
于
書
雲
峰
老
于
画
故
其
奇
鼎
峙
于
一
幅
如
是
雖
然
老
陽
変
為
少
陰
則
予
於
承
其
変
而
題
其
後
文
之
穉
且
陋
不
足
怪
也
霞
村
其
諒
之
、
艮
斎
信
」
草
書
巻
の
所
蔵
者
、
林
董
〈
一
八
五
〇
―
一
九
一
三
〉
は
旧
幕
臣
、
明
治
の
外
交
官
で
あ
り
、
行
書
巻
の
所
蔵
者
、
市
河
振
一
は
、
こ
の
陳
列
目
録
の
奥
付
に
「
印
刷
人
」
と
あ
る
。
「
五
」
に
後
述
す
る
が
、
米
庵
自
筆
で
、「
仲
公
理
楽
志
論
」
と
隷
書
で
題
し
、
本
文
は
、
楷
書
を
中
心
に
行
書
、
草
書
を
交
え
て
書
い
た
折
手
本
『
楽
志
論
』
が
あ
る
の
だ
が
、
右
の
陳
列
目
録
の
二
点
と
は
跋
が
異
な
る
。
そ
の
『
楽
志
論
』
は
展
観
に
出
さ
れ
ず
、
ほ
か
に
少
な
く
と
も
『
行
書
楽
志
論
』
と
『
草
書
楽
志
論
』
と
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
同
じ
書
体
、
未
見
の
折
手
本
が
複
数
現
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
米
庵
が
門
人
に
与
え
た
手
本
で
、
広
く
知
ら
れ
ず
に
伝
わ
る
も
の
は
多
か
ろ
う
。
な
お
、
三
十
三
回
忌
の
陳
列
に
は
御
物
、
帝
国
博
物
館
へ
の
寄
蔵
品
、
貴
紳
諸
家
蔵
品
、
市
河
家
蔵
品
が
並
び
、
明
治
二
三
年
〈
一
八
九
〇
〉
三
月
一
日
か
ら
上
野
公
園
桜
ヶ
岡
日
本
美
術
協
会
で
開
催
さ
れ
た
。
二
日
の
『
読
売
新
聞
』
に
記
事
が
あ
る
。
六
九
四
四　
摺
り
手
本
『
草
書
楽
志
論
』
…
（
Ｃ
）
（
群
馬
県
立
文
書
館
蔵
、
本
多
文
太
郎
家
文
書3/188
の
写
真
帖
（H
76-7-2
近
世
）
に
収
載
）
米
庵
の
「
楽
志
論
」
は
、
自
筆
手
本
の
ほ
か
に
、
板
表
紙
の
折
帖
に
仕
立
て
た
摺
り
手
本
が
伝
わ
る
。
文
政
一
〇
年
〈
一
八
二
七
〉
五
月
一
五
日
、
四
九
歳
の
書
を
、
文
政
一
三
年
〈
一
八
三
〇
〉
に
青
藜
閣
が
板
行
し
た
。
そ
の
一
本
が
個
人
蔵
の
文
書
類
に
含
ま
れ
て
お
り
、
平
成
三
一
年
〈
二
〇
一
九
〉
二
月
、
群
馬
県
立
文
書
館
で
写
真
帖
を
閲
覧
し
た
。
内
容
の
概
要
を
記
す
。
・
題
簽
（
市
河
遂
庵
）「
草
書
楽
志
論
、
遂
庵
題
簽
」
・
扉
題
「
米
庵
先
生
草
書
楽
志
論
、
文
政
庚
寅
新
銹
青
藜
閣
発
兌
（
刻
印
「
不
二
□
」、
陽
刻
、
書
物
見
開
の
印
型
）」
・
題
詞
（
八
木
巽
處
）「（
関
防
印
「
虚
心
」）
丁
亥
秋
、
遊
霧
飛
雲
、
巽
處
迪
（
刻
印
二
顆
「
米
迪
之
印
」「
孟
率
□
」、
陰
刻
）」
・
本
文
「（
関
防
印
「
米
庵
」）
使
居
宅
～
帝
王
之
門
哉
（
毎
見
開
三
行
）」、
米
庵
識
語
「
仲
公
理
爲
人
倜
儻
不
預
小
節
而
此
論
優
游
人
生
以
自
娯
其
志
余
好
書
此
毎
把
筆
臨
紙
未
必
無
欽
慕
之
心
也
、
時
丁
亥
竹
酔
後
二
日
書
、
米
庵
（
刻
印
二
顆
「
河
三
亥
孔
陽
印
」
陰
刻
、「
金
洞
山
人
」
陽
刻
）」
・
菊
池
五
山
跋
（
山
内
香
雪
書
）「
玉
軸
牙
籤
～
書
此
誠
、
是
庚
寅
立
秋
後
一
日
、
五
山
池
桐
孫
跋
（
刻
印
二
顆
「
桐
孫
」
陽
刻
、
「
無
絃
」
陰
刻
）、
香
雪
山
晋
書
（
刻
印
二
顆
「
滕
（「
藤
」
か
）」「
晋
」、
陽
刻
」）
・
市
河
恭
斎
跋
「
家
君
昔
年
～
或
有
得
於
此
、
文
政
庚
寅
竹
秋
、
男
三
千
謹
識
（
刻
印
二
顆
「
恭
斎
三
千
」「
武
陵
□
事
」、
陽
刻
）」
前
掲
の
『
市
河
米
庵
伝
（
承
前
）』
に
は
、「
米
庵
の
著
述
」
の
中
に
左
記
が
載
る
（
一
一
二
頁
）。
『
草
書
楽
志
論
』
一
帖
山
陽
跋
の
付
い
た
真
蹟
が
、
三
十
三
回
追
福
の
時
に
出
陳
さ
れ
て
い
る
。
山
陽
跋
だ
け
で
は
不
足
と
い
う
こ
と
で
、
上
木
の
歳
に
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
六
九
五
五
山
や
恭
斎
の
跋
が
加
わ
っ
た
。
右
の
写
真
帖
に
は
、
五
山
と
恭
斎
の
跋
が
あ
っ
た
が
、
山
陽
の
序
跋
を
見
な
か
っ
た
。
同
じ
版
本
が
岩
坪
充
雄
（
善
補
楽
工
房
）『
東
隅
随
筆
』
四
三
五
（
平
成
二
七
年
〈
二
〇
一
五
〉）
に
「
市
河
米
庵
『
草
書
楽
志
論
』
左
版
墨
本
、
市
河
遂
庵
題
簽
」
と
し
て
載
り
、
こ
の
本
は
稀
覯
だ
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
目
次
が
あ
り
、
ブ
ロ
グ
『akinasu42
』
の
記
事
、「
市
河
米
庵
の
墨
本
」
①
～
③
（2015.11.26.
）
に
図
版
が
載
る
。
そ
の
本
に
は
巻
末
の
五
山
、
恭
斎
跋
の
前
に
、
山
陽
の
跋
も
あ
る
。「
三
」
で
述
べ
た
自
筆
の
『
草
書
楽
志
論
』
を
底
本
と
す
る
摺
り
手
本
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
山
陽
跋
の
あ
る
原
本
が
、
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
〉
一
〇
月
二
五
日
か
ら
、
恩
賜
京
都
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
観
「
頼
山
陽
遺
墨
展
覧
会
」
に
並
び
、
図
録
『
山
陽
先
生
遺
墨
集
』（
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
〉
一
二
月
、
小
林
写
真
製
版
出
版
部
刊
、
上
・
下
・
別
冊
印
譜
）
に
写
真
が
載
る
（
上
冊
五
七
頁
）。
米
庵
書
楽
志
論
跋　
一
巻　
東
京
市　
公
爵　
西
園
寺
公
望
氏
蔵
の
標
題
で
跋
の
み
の
写
真
が
収
載
さ
れ
、「
三
」
で
引
用
し
た
陳
列
目
録
の
翻
刻
と
同
文
、
版
本
『
草
書
楽
志
論
』
の
筆
跡
、
印
影
、
日
付
も
一
致
す
る
。
関
防
印
「
山
水
草
堂
」、
落
款
印
「
頼
襄
」「
頼
子
成
」。
明
治
二
三
年
〈
一
八
九
〇
〉
に
林
董
が
所
蔵
し
た
米
庵
自
筆
『
草
書
楽
志
論
』
一
巻
が
、
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
〉
に
は
西
園
寺
公
望
〈
一
八
四
九
―
一
九
四
〇
〉
の
元
に
移
っ
て
い
た
。
「
米
庵
書
楽
志
論
」
に
対
す
る
山
陽
跋
の
翻
刻
、
書
き
下
し
文
は
、『
近
世
名
家
小
品
文
鈔
』
下
冊
（
明
治
一
〇
年
〈
一
八
七
七
〉）、
『
和
訳
山
陽
書
後
並
題
跋
』（
大
正
元
年
〈
一
九
一
二
〉）、『
近
世
名
家
新
釈
小
品
文
鈔
』（
大
正
元
年
〈
一
九
一
二
〉）
等
で
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
自
筆
の
跋
文
で
米
庵
の
こ
と
を
「
孔
陽
」
と
記
す
と
こ
ろ
を
、
活
字
本
で
は
「
米
庵
」
と
す
る
ほ
か
、
異
同
が
多
い
。
な
お
、
米
庵
著
述
の
版
本
、
米
庵
揮
毫
の
摺
り
手
本
の
さ
ま
ざ
ま
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
開
き
見
る
と
、
巻
末
に
「
米
庵
先
生
著
述
并
墨
帖
書
目
」
等
の
見
出
し
で
広
告
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
同
じ
内
容
、
同
じ
刊
記
の
本
に
、
内
容
の
異
な
る
広
告
が
綴
じ
込
ま
れ
て
六
九
六
い
た
り
、
広
告
に
載
る
本
の
刊
年
よ
り
も
、
そ
れ
を
掲
載
す
る
本
の
刊
記
の
方
が
古
い
こ
と
も
ま
ま
あ
る
。
例
と
し
て
、
文
政
四
年
〈
一
八
二
一
〉
刊
記
、
米
庵
編
の
『
寛
斎
先
生
遺
稿
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
九
六
・
五
一
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
一
六
三
〇
）
巻
末
に
、
こ
れ
よ
り
後
に
板
行
さ
れ
た
『
草
書
楽
志
論
』
を
含
む
広
告
が
あ
る
。
五　
折
手
本
『
楽
志
論
』
の
到
来　
…
（
Ｂ
）【
図
二
】【
図
三
】
「
市
河
米
庵
自
筆
書
帖
「
仲
公
理
楽
志
論
」
と
い
う
板
表
紙
の
折
帖
が
「
日
本
の
古
本
屋
」
サ
イ
ト
に
載
り
、
平
成
三
一
年
〈
二
〇
一
九
〉、
己
亥
の
二
月
に
研
究
費
で
購
求
し
た
。
文
政
二
年
〈
一
八
一
九
〉
一
〇
月
、
米
庵
四
一
歳
の
書
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
墨
書
手
本
の
一
例
と
し
て
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
、
そ
の
六
年
前
に
書
か
れ
た
『
米
庵
先
生
墨
妙
』（
辰
・
二
一
、『
国
書
総
目
録
』
の
採
録
書
名
「
米
庵
先
生
墨
抄
」
は
誤
字
）
が
あ
る
。
草
書
の
名
品
、
唐
、
孫
過
庭
『
書
譜
』
の
節
臨
（
一
部
分
の
臨
書
）
で
、
文
化
一
〇
年
〈
一
八
一
三
〉
六
月
（
癸
酉
長
夏
）、
米
庵
は
三
五
歳
、
加
賀
藩
の
木
村
鐸
山
の
た
め
に
揮
毫
し
た
巻
物
で
あ
る
。
石
川
県
立
郷
土
資
料
館
の
図
録
『
郷
土
の
人
と
書
―
古
代
～
近
世
百
人
選
―
』（
昭
和
五
五
年
〈
一
九
八
〇
〉）、『
加
賀
能
登
の
書
―
郷
土
著
名
人
の
筆
跡
―
』（
昭
和
四
九
年
〈
一
九
七
四
〉、「
藩
政
時
代
の
書
道
」）
に
は
鐸
山
「
南
山
入
寿
杯
」
の
条
幅
が
載
り
、
加
賀
を
代
表
す
る
書
家
の
一
人
と
知
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
諸
家
に
条
幅
や
手
本
が
伝
来
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
加
賀
藩
士
の
系
図
は
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
、『
先
祖
由
緒
并
一
類
附
帳
』（
加
越
能
文
庫　
特16.31-65
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、「
木
村
鐸
山
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
帙
一
四
三
の
内
、「
木
村
平
重
」
全
一
三
丁
（
明
治
三
年
一
〇
月
、
平
重
記
）
に
、
平
重
の
祖
父
鐸
山
が
記
さ
れ
る
。
米
庵
と
同
年
生
の
門
人
で
あ
り
、
そ
の
経
歴
か
ら
、
彼
こ
そ
が
加
賀
藩
に
お
け
る
米
庵
抜
擢
の
仲
立
ち
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
六
九
七
「【
略
年
表
】
米
庵
八
〇
年
の
生
涯
」
の
右
端
に
、
鐸
山
の
経
歴
を
簡
単
に
記
し
た
。
江
戸
で
米
庵
に
学
び
、
藩
主
斉
泰
の
供
を
し
て
帰
国
、
文
政
二
年
〈
一
八
一
九
〉、
藩
主
の
筆
跡
を
拝
見
し
、
米
庵
の
筆
法
を
伝
え
た
。
そ
の
後
、
金
龍
公
（
前
藩
主
斉
広
）
墓
誌
銘
を
揮
毫
、
書
写
役
と
な
っ
て
姫
君
、
若
君
に
書
を
教
え
、
加
扶
持
を
受
け
た
。
加
賀
藩
の
記
録
、『
毎
日
帳
書
抜
』
全
八
冊
（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
（
加
越
能
文
庫
、
三
九
八
一
、
特16.40-72
）
の
内
、
第
三
冊
、
天
保
八
年
〈
一
八
三
七
〉
三
月
二
七
日
の
記
事
と
し
て
左
記
が
あ
る
。
廿
七
日　
一　
木
村
平
六
義
、
師
家
市
河
三
亥
方
へ
、
折
々
罷
越
度
旨
、
勝
手
次
第
之
御
伺
上
、
申
渡
。
こ
れ
は
『
楽
志
論
屏
風
』
が
書
か
れ
る
二
年
余
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
及
門
四
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
小
山
林
堂
へ
、
鐸
山
（
木
村
平
六
）
は
、
藩
の
許
し
を
得
て
通
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
後
年
、
鐸
山
の
筆
跡
と
し
て
板
行
さ
れ
た
の
が
、
中
国
の
書
の
古
典
を
臨
書
し
た
摺
り
手
本『
鐸
山
臨
帖
』（
弘
化
三
年〈
一
八
四
六
〉、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
、
大
島
文
庫10.0-20
）
で
あ
る
。
内
容
は
左
記
の
通
り
で
、
唐
様
研
鑽
の
足
跡
が
残
る
。
祖
父
木
村
鐸
山
坊
主
頭
八
十
島
浅
淡 
姉
加
賀
藩
主
（
子
女
は
本
稿
関
係
分
の
み
）
一
二
代 
金
龍
公 
前
田
斉
広
一
三
代 
斉
泰
厚
姫
（
清
仙
院
）
会
津
藩
主
松
平
容
敬
室
勇
姫
（
寿
正
院
）
一
〇
代
大
聖
寺
藩
主
室
寿
々
姫
（
永
禧
院
）
家
臣
本
多
政
和
室
一
四
代 
慶
寧
利
義
（
諦
嶽
院
）
一
二
代
大
聖
寺
藩
主
利
行
（
懿
香
院
）
一
三
代
大
聖
寺
藩
主
く
さ
ね
あ
き
ら
あ
つ
し
父
平
兵
衛
　琢
娘
平
重
　篤
悴
六
九
八
王
羲
之　
王
献
之　
歐
陽
詢　
顔
平
原　
懐
素　
東
坡　
米
海
岳　
趙
子
昂　
鮮
于
枢　
文
衡
山　
董
大
史　
張
瑞
図　
陸
応
陽
六　
共
通
す
る
脱
字
さ
て
、
冒
頭
で
述
べ
た
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
楽
志
論
屏
風
』（
Ａ
）
は
、
末
尾
近
く
で
「
以
」
字
を
脱
し
、「
五
」
に
述
べ
た
折
手
本
『
楽
志
論
』（
Ｂ
）
も
ま
た
、『
楽
志
論
屏
風
』
と
同
じ
「
以
」
字
を
脱
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
如
是
則
可
以
凌
霄
漢
出
宇
宙
之
外
矣
豈
羨
夫
入
帝
王
之
門
哉
」（
是かく
の
如
く
な
れ
ば
則
ち
以
て
霄
漢
を
凌
ぎ
て
、
宇
宙
の
外
に
出
づ
べ
し
。
豈
夫か
の
帝
王
の
門
に
入
る
を
羨
ま
ん
や
。）
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
原
因
を
明
め
ら
れ
な
い
も
の
か
と
、
試
み
に
、
米
庵
が
『
楽
志
論
屏
風
』
を
揮
毫
す
る
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
版
本
『
古
文
真
宝
』
諸
版
の
内
、
国
立
国
会
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
画
像
を
見
ら
れ
る
す
べ
て
に
つ
い
て
こ
こ
を
開
い
た
が
、「
以
」
字
を
同
様
に
脱
し
て
い
る
版
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
で
、「
四
」
に
述
べ
た
文
政
一
〇
年
〈
一
八
二
七
〉
揮
毫
、
文
政
一
三
年
〈
一
八
三
〇
〉
刊
の
『
草
書
楽
志
論
』（
Ｃ
）
で
は
、
「
以
」
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
は
版
本
が
見
直
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
脱
字
は
偶
然
の
一
致
、
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
米
庵
自
身
が
こ
の
論
を
好
ん
で
書
い
た
と
識
語
に
あ
り
、
ほ
ぼ
暗
唱
し
て
い
て
一
字
ず
つ
見
な
か
っ
た
た
め
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
他
の
資
料
の
出
現
を
待
た
な
け
れ
ば
結
論
に
は
至
ら
な
い
の
だ
が
、
現
段
階
で
は
、
識
語
に
為ため
書が
き
の
な
い
、
こ
の
折
手
本
『
楽
志
論
』
が
、
長
く
米
庵
の
机
辺
に
置
か
れ
て
、
二
〇
年
後
に
『
楽
志
論
屏
風
』
を
揮
毫
す
る
に
あ
た
っ
て
手
元
で
繰
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
稿
者
の
想
像
を
、
今
後
の
解
明
の
参
考
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
六
九
九
七　
三
つ
の
識
語
以
上
の
ま
と
め
と
し
て
、
三
つ
の
『
楽
志
論
』
の
米
庵
識
語
を
、
書
か
れ
た
順
に
読
む
。
・
折
手
本
『
楽
志
論
』　　
　
　
　
…
（
Ｂ
）
文
政
二
年
〈
一
八
一
九
〉
一
〇
月
の
揮
毫
。「
仲
公
理
爲
人
倜てき
た
う儻
敢
言
而
此
論
優
游
人
生
以
自
娯
其
志
、
余
好
書
此
毎
把
筆
臨
紙
不
無
慚ざん
き愧
之
意
耳
、
時
己
卯
小
春
、
米
庵
三
亥
（
印
二
顆
「
米
庵
三
亥
」「
大
蘭
王
章
」）」（
仲
公
理
、
人
と
爲
り
倜
儻
、
敢
言
。
而
し
て
此
の
論
、
優
游
。
人
生
、
以
て
自
ら
そ
の
志
を
娯
し
む
。
余
、
此
を
書
く
こ
と
を
好
め
ど
も
、
筆
を
把
り
紙
に
臨
む
ご
と
に
、
慚
愧
の
意
、
無
か
ら
ざ
る
の
み
。
時
に
己
卯
小
春
、
米
庵
三
亥
。）
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
か
ら
摘
記
す
る
。「
倜
儻
」
は
、
才
気
が
高
く
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
、
他
と
か
け
は
な
れ
て
度
量
が
大
き
い
こ
と
、
独
立
し
て
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
、
そ
の
さ
ま
。「
優
游
」
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
心
の
ま
ま
に
楽
し
む
こ
と
、
の
ど
か
で
こ
せ
つ
か
な
い
こ
と
、
そ
の
さ
ま
。「
慚
愧
」
は
「
慙
愧
」、
元
は
仏
語
で
「
慙
」
は
み
ず
か
ら
は
じ
る
こ
と
、「
愧
」
は
人
に
向
か
っ
て
こ
れ
を
あ
ら
わ
す
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
と
自
分
の
こ
と
を
反
省
し
て
心
か
ら
は
ず
か
し
く
思
う
こ
と
、
恥
じ
入
る
こ
と
、
恐
縮
す
る
こ
と
。
・
摺
り
手
本
『
草
書
楽
志
論
』　　
…
（
Ｃ
）
原
本
は
、
文
政
一
〇
年
〈
一
八
二
七
〉
五
月
一
五
日
の
揮
毫
。「
仲
公
理
爲
人
倜
儻
不
預
小
節
而
此
論
優
游
人
生
以
自
娯
其
志
、
余
好
書
此
毎
把
筆
臨
紙
未
必
無
欽
慕
之
心
也
、
時
丁
亥
竹
酔
後
二
日
書
、
米
庵
（
刻
印
二
顆
「
河
三
亥
孔
陽
印
」「
金
洞
山
人
」〕」
（
仲
公
理
、
人
と
爲
り
倜
儻
、
小
節
に
預
ら
ず
。
而
し
て
此
の
論
、
優
游
。
人
生
、
以
て
自
ら
そ
の
志
を
娯
し
む
。
余
、
好
み
て
此
を
書
す
。
筆
を
把
り
紙
に
臨
む
ご
と
に
、
未
だ
必
ず
し
も
欽
慕
の
心
、
無
か
ら
ざ
る
な
り
。
時
に
丁
亥
竹
酔
後
二
日
書
、
米
庵
。）
七
〇
〇
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
か
ら
摘
記
す
る
。「
小
節
」
は
、
全
体
の
中
の
小
さ
な
事
柄
、
わ
ず
か
の
節
操
、
ち
ょ
っ
と
し
た
節
義
。
「
欽
慕
」
は
、
う
や
ま
い
し
た
う
こ
と
、
敬
慕
、
仰
慕
。「
竹
酔
（
日
）」
は
、
陰
暦
五
月
一
三
日
の
称
。
・『
楽
志
論
屏
風
』　　
 　
　
　
　
…
（
Ａ
）
天
保
一
〇
年
〈
一
八
三
九
〉
一
一
月
の
揮
毫
。「
右
録
仲
公
理
楽
志
論
、
時
徒
維
大
淵
献
暢
月
、
米
庵
三
亥
（
印
二
顆
「
河
三
亥
」
「
孔
陽
子
」）」（
右
、
仲
公
理
楽
志
論
を
録
す
。
時
に
徒
維
大
淵
献
暢
月
、
米
庵
三
亥
。）
四
一
歳
の
米
庵
識
語
（
Ｂ
）
で
は
、
仲
公
理
が
「
爲
人
倜
儻
敢
言
、
而
此
論
優
游
、
人
生
以
自
娯
其
志
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
自
身
は
こ
れ
を
書
く
ご
と
に
「
不
無
慚
愧
之
意
耳
」
と
し
た
。
こ
の
「
慚
愧
之
意
」
は
、
わ
が
書
の
拙
さ
を
恥
と
す
る
の
で
は
な
く
、
仲
公
理
の
よ
う
に
人
生
を
楽
し
め
な
い
こ
と
を
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
四
九
歳
の
（
Ｃ
）
で
は
、
仲
公
理
が
「
爲
人
倜
儻
、
不
預
小
節
、
而
此
論
優
游
、
人
生
以
自
娯
其
志
」、
自
身
は
「
未
必
無
欽
慕
之
心
也
」。
仲
公
理
に
対
す
る
敬
慕
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
と
部
分
否
定
し
、（
Ｂ
）
の
「
慚
愧
」
よ
り
も
表
現
が
和
ら
い
で
い
る
。
そ
し
て
六
一
歳
の
（
Ａ
）
で
は
、
屏
風
と
い
う
も
の
が
、
晴
れ
が
ま
し
い
場
で
衆
目
の
注
が
れ
る
調
度
で
あ
る
た
め
か
、
出
典
、
年
月
の
み
が
記
さ
れ
た
。
八　
米
庵
の
生
涯
に
お
け
る
「
楽
志
論
」
米
庵
八
〇
年
の
生
涯
の
中
で
、
折
手
本
『
楽
志
論
』
か
ら
『
楽
志
論
屏
風
』
ま
で
の
二
〇
年
、
こ
の
間
に
彼
自
身
は
立
身
出
世
の
一
途
を
た
ど
り
、
そ
の
書
風
も
変
化
し
て
い
る
。【
図
四
】
は
、
両
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
集
字
し
た
「
令
和
」
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「
一
」
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
楽
志
論
屏
風
』
の
論
は
、
当
時
の
米
庵
に
似
合
わ
な
い
。
地
位
あ
る
人
が
、
堂
々
と
、
な
ぜ
こ
れ
を
書
い
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
七
〇
一
た
の
か
。
だ
が
、
加
賀
藩
に
召
し
出
さ
れ
る
以
前
に
、
父
寛
斎
の
跡
取
り
と
し
て
や
が
て
富
山
藩
に
仕
え
る
日
が
来
る
の
を
予
期
し
な
が
ら
過
ご
し
た
若
い
米
庵
が
、
こ
の
論
を
好
ん
で
書
い
た
と
す
れ
ば
、
さ
も
あ
り
な
ん
と
思
わ
せ
る
。
四
一
歳
で
最
初
の
妻
を
難
産
で
亡
く
し
、
三
ヶ
月
余
で
継
妻
を
迎
え
た
。
そ
の
間
に
折
手
本
『
楽
志
論
』
は
書
か
れ
た
。
六
一
歳
に
な
っ
た
米
庵
の
心
事
は
は
か
り
知
れ
な
い
が
、『
楽
志
論
屏
風
』
を
書
き
進
め
た
際
、
第
一
帖
の
ま
ん
中
あ
た
り
に
来
て
、
ゆ
る
ぎ
な
い
筆
致
で
「
妻
孥
無
苦
身
之
労
」
と
認
め
た
と
こ
ろ
で
、
二
〇
年
前
の
日
々
が
思
い
出
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
幕
末
の
三
筆
の
中
で
、
米
庵
の
書
は
と
か
く
「
俗
」
と
評
さ
れ
る
。
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
以
下
に
幕
末
明
治
の
三
例
を
挙
げ
る
。
た
と
え
ば
、
森
銑
三
「
松
本
奎
堂
」〈
一
八
三
一
―
一
八
六
三
〉（
初
出
は
昭
和
一
三
年
〈
一
九
三
八
〉、『
森
銑
三
著
作
集
』
続
編
一
所
収
、
三
九
八
頁
）
は
、
森
が
郷
土
刈
谷
で
六
曲
一
双
の
屏
風
を
見
て
、
そ
こ
に
押
さ
れ
た
山
水
画
の
米
庵
賛
に
対
し
て
奎
堂
が
認
め
た
文
を
引
く
。（
米
庵
は
長
崎
で
胡
兆
新
に
学
ん
だ
。）
…
時
を
同
じ
う
し
て
秦
星
池
亦
胡
を
学
ぶ
。
而
し
て
三
亥
の
書
体
鄙
俗
、
星
池
に
及
ば
ざ
る
こ
と
遠
甚
た
り
矣
。
ま
た
、
明
治
四
三
年
〈
一
九
一
〇
〉
七
月
一
五
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
紙
面
に
は
、「
今
日
の
書
簡　
七
十
年
前
頃
の
夏
季
」
と
し
て
、
門
弟
に
与
え
た
米
庵
の
書
簡
を
紹
介
し
た
上
で
、
風
刺
の
詩
を
引
く
。
…
時
流
に
歓
迎
せ
ら
れ
て
翰
墨
の
道
を
振
作
す
る
に
与
つ
て
力
あ
つ
た
が
、
彼
の
名
声
を
傷
け
む
と
試
み
た
も
の
も
あ
つ
た
。
当
時
彼
を
諷
し
た
漢
詩
に
『
技
を
衒
ひ
名
を
売
り
て
各
鄽みせ
を
発
す
。
声
価
沸
騰
す
る
も
万
犬
の
嘘
の
み
。
後
来
半
文
銭
に
当
ら
ず
』
と
い
へ
り
。
樋
口
銅
牛
「
書
家
伝
（
市
河
三
亥
伝
）」（
明
治
四
五
年
＝
大
正
元
年
〈
一
九
一
二
〉）
の
冒
頭
も
、
…
三
亥
の
書
学
に
於
け
る
着
眼
は
高
し
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
彼
の
手
腕
も
未
だ
精
妙
の
域
に
躋
〔
の
ぼ
〕れ
り
と
す
べ
か
ら
ず
。
彼
と
時
を
同
じ
く
し
て
互
に
相
拮
抗
し
て
下
ら
ざ
り
し
書
家
も
亦
多
か
り
。（
中
略
）
潔
士
に
非
ざ
る
が
故
に
其
の
書
に
気
品
を
欠
け
り
と
雖
七
〇
二
も
、
所
謂
現
代
を
解
せ
る
ハ
イ
カ
ラ
人
物
な
る
点
に
於
て
、
立
伝
を
吝〔お〕し
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
。
と
、
い
さ
さ
か
屈
折
し
た
前
言
に
始
ま
る
。
幕
政
下
、
大
い
に
迎
え
ら
れ
た
人
物
を
あ
え
て
「
潔
士
に
非
」
ず
と
し
、
見
直
し
、
新
た
に
別
の
人
物
の
書
風
を
慕
っ
た
の
も
、
維
新
後
の
民
心
の
一
端
な
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
幕
末
の
三
筆
と
並
称
さ
れ
る
他
の
二
者
の
書
に
風
格
が
あ
っ
て
、
米
庵
よ
り
も
洗
練
さ
れ
た
美
を
湛
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
試
み
に
、
明
治
初
期
（
明
治
八
年
〈
八
七
五
〉、
明
治
一
四
年
〈
一
八
八
一
〉）
に
刊
行
さ
れ
た
巻
菱
湖
の
「
楽
志
論
」
手
本
二
種
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
開
き
見
た
。『
仲
長
統
楽
志
論
』（
草
書
は
天
保
一
〇
年
〈
一
八
三
九
〉、
隷
書
は
天
保
一
二
年
〈
一
八
四
一
〉
揮
毫
）
で
あ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）。
穏
や
か
な
運
筆
で
造
形
に
破
綻
は
な
い
が
、
点
画
が
し
な
や
か
、
い
か
に
も
細
い
。
こ
れ
ら
を
比
べ
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
唐
様
の
書
と
し
て
の
魅
力
が
、
と
く
に
米
庵
に
優
る
と
は
断
じ
が
た
い
の
で
は
な
い
か
。
尾
張
藩
主
、
徳
川
慶よし
か
つ勝
は
、
支
藩
高
須
松
平
家
の
義よし
く
み恕
で
あ
っ
た
少
年
期
に
米
庵
に
学
ん
だ
。
彼
の
書
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
米
庵
が
大
名
の
倅
に
稽
古
を
つ
け
る
の
な
ら
ば
、
や
が
て
彼
ら
の
書
い
た
一
幅
が
、
臣
下
、
城
下
の
家
々
に
飾
ら
れ
、
家
宝
と
さ
れ
る
の
も
自
然
な
な
り
ゆ
き
で
あ
り
、
そ
の
世
間
を
米
庵
は
心
得
て
い
た
。
御
曹
司
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
武
張
っ
た
風
格
、
威
圧
感
、
迷
い
を
は
ら
っ
た
豪
た
る
運
筆
。
そ
う
い
う
方
向
に
米
庵
自
身
の
書
風
も
収
斂
さ
れ
て
、
六
一
歳
の
『
楽
志
論
屏
風
』
に
極
ま
っ
た
と
す
る
の
が
、
稿
者
の
想
像
で
あ
る
。
九　
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
作
成
「
五
」（【
図
二
】・【
図
三
】）
に
示
し
た
原
本
の
余
白
を
落
と
し
、
半
紙
三
九
枚
分
に
構
成
し
た
「【
教
材
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』」
を
稿
末
に
提
示
す
る
。
一
枚
分
（
本
誌
の
四
分
の
一
頁
）
を
Ｂ
４
判
に
拡
大
プ
リ
ン
ト
す
れ
ば
、
原
本
に
近
い
字
粒
に
な
る
。
ま
た
は
、
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
七
〇
三
少
し
小
さ
め
に
な
る
が
、
手
本
と
表
紙
を
合
わ
せ
た
四
〇
枚
分
を
Ａ
３
判
の
見
開
き
に
二
枚
ず
つ
配
置
し
、
Ａ
３
判
一
〇
枚
に
両
面
印
刷
し
た
小
冊
子
を
作
成
し
、
練
習
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
東
京
国
立
博
物
館
へ
『
楽
志
論
屏
風
』
の
展
示
を
見
に
出
か
け
る
予
定
が
あ
る
と
き
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
載
る
屏
風
の
写
真
で
も
よ
い
し
、
こ
の
手
本
を
机
上
に
置
き
、
一
部
分
で
も
ま
ず
習
っ
て
み
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
古
人
の
「
追
体
験
」
の
一
例
で
あ
り
、
見
る
だ
け
、
知
る
だ
け
で
は
、
書
は
身
に
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
【
付
記
】
本
稿
は
、
担
当
し
た
模
擬
授
業
、
ミ
ニ
展
示
の
内
容
を
使
っ
て
再
構
成
し
た
。
・
鶴
見
大
学
図
書
館
第
六
二
回
ミ
ニ
展
示
「
米
庵
先
生
―
展
示
本
と
関
連
本
の
リ
ス
ト
―
」（
平
成
二
八
年
〈
二
〇
一
六
〉
三
月
）
・
鶴
見
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
模
擬
授
業
「（
昔
の
本
を
読
ん
で
み
よ
う
）
本
を
残
す　
人
を
伝
え
る
― 
米
庵
・
鐸
山
・
石
圃 
―
」
（
平
成
二
八
年
〈
二
〇
一
六
〉
六
月
二
六
日
）
・
鶴
見
大
学
図
書
館
第
七
五
回
ミ
ニ
展
示
「
市
河
米
庵
の
楽
志
論
」（
令
和
元
年
〈
二
〇
一
九
〉
六
月
）
・
鶴
見
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
模
擬
授
業
「（
本
が
伝
え
る
こ
こ
ろ
ざ
し
）
市
河
米
庵
の
「
楽
志
論
」」（
令
和
元
年
〈
二
〇
一
九
〉
六
月
二
三
日
）
原
本
閲
覧
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
機
関
、
担
当
の
方
々
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。
七
〇
四
【
教
材
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
七
〇
五
七
〇
六
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
七
〇
七
七
〇
八
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
七
〇
九
七
一
〇
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
七
一
一
七
一
二
【
教
材
作
成
】
市
河
米
庵
手
本
『
楽
志
論
』
七
一
三
